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1 全体構成
「モデリングとシミュレーション実験」では、各課題で共通的に必要な機能を

MyLibというライブラリにまとめ、配布しています。この文書は、その全体を説明
することを目的とします。
MyLibは、3個のパッケージで構成されています。

• myLib.utils：リストの生成、ファイルの利用などの汎用的な機能を static

メソッドとして実装しています。staticメソッドですから、クラスインスタ
ンスを生成せずに利用できます。

• myLib.rungeKutta：連立常微分方程式の数値的解法である4次のRunge Kutta

法と、連立常微分方程式で記述される力学システムのテンプレートクラスを
格納しています。

• myLib.gui：Java Swingを使った表示のためのテンプレートクラスを格納し
ています。

2 myLib.utilsパッケージ

2.1 Utilsクラス

リストの生成など汎用的に利用できる機能を staticメソッドとして実装してい
ます。各メソッドは表 1に示します。
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表 1: Utilsクラスのメソッド。なお T、K及び Vはクラステンプレート
修飾子と型 メソッドと説明
static <T> List<T> createList()

クラス Tを格納する空のリストを生成する。
static <K, V> Map<K, V> createMap()

クラス Kから Vへの空の写像を生成する。
static int[] createRandomNumberList(int limit, int num)

整数（値が 0から limit-1）をでたらめに並べ替え、そのう
ち num個からなる配列を生成する。

static int[] createRandomNumberList(int limit)

整数（値が 0から limit-1）をでたらめに並べ替えた配列を
生成する。

static List<Integer> createRandomNumberList(int limit)

整数（値が 0から limit-1）をでたらめに並べ替えたリスト
を生成する。

static <T> Set<T> createSet()

クラス Tを格納する空の集合を生成する。
static String Object2String(char sep, Object... objects)

objectsで指定される任意の個数のオブジェクトを文字列に
変換し、区切り文字 sepで連結した文字列を生成する。オブ
ジェクトを文字列に変換する際には、そのクラスで定義され
た toString()メソッドを用いる。
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2.2 FileIOクラス

ファイルへの書き込みなどの機能を staticメソッドとして実装しています。各
メソッドは表 2に示します。

表 2: FileIOクラスのメソッド
修飾子と型 メソッドと説明
static BufferedReader openReader(String filename)

filenameで指定されたファイルを開き BufferedReaderを
返す。ファイルが開けない場合には IOExceptionをスローす
る。

static BufferedWriter openWriter(String filename)

filenameで指定されたファイルを開き BufferedWriterを
返す。ファイルが開けない場合には IOExceptionをスローす
る。

static String[] readCSV(BufferedReader in)

inから一行読みだし、カンマで区切って、結果を文字列配列
で返す。読みだせなかった場合には IOExceptionをスローす
る。

static String[] readSSV(BufferedReader in)

inから一行読みだし、スペースで区切って、結果を文字列配
列で返す。読みだせなかった場合には IOExceptionをスロー
する。

static String[] readVars(BufferedReader in, String sep)

in から一行読みだし、正規表現で表された sep で区切っ
て、結果を文字列配列で返す。読みだせなかった場合には
IOExceptionをスローする。

static void writeCSV(BufferedWriter out, Object... objects)

outへ向けて、objectsで指定される任意の個数のオブジェ
クトを文字列に変換し、カンマで区切って出力する。書けな
かった場合には IOExceptionをスローする。

static void writeSSV(BufferedWriter out, Object... objects)

outへ向けて、objectsで指定される任意の個数のオブジェ
クトを文字列に変換し、スペースで区切って出力する。書け
なかった場合には IOExceptionをスローする。

static void writeSSV(BufferedWriter out, char sep,

Object... objects)

outへ向けて、objectsで指定される任意の個数のオブジェ
クトを文字列に変換し、区切り文字 sepで区切って出力する。
書けなかった場合には IOExceptionをスローする。
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3 myLib.rungeKuttaパッケージ

3.1 DifferentialEquationインターフェイス

一階連立微分方程式に対応した関数型のインターフェイスです。

表 3: DifferentialEquationクラスのメソッド
修飾子と型 メソッドと説明
double[] rhs(double t, double y[])

独立変数 tと従属変数 y[]を与えて、その時の従属変数の一
階微分を戻り値とする。

3.2 RungeKuttaクラス

一階連立微分方程式を解く 4次の Runge Kutta法に対応する機能を staticメ
ソッドで実装したクラスです。

表 4: RungeKuttaクラスのメソッド
修飾子と型 メソッドと説明
static double[] rk4(double x, double y[],

double h, DifferentialEquation eq)

一階連立微分方程式 eqを独立変数 xとその時の従属変数 y[]

を与えて、hだけ進んだ時の従属変数の値を返す。
static double[][] rkdumb(double vstart[], double x1, double x2,

int nstep, DifferentialEquation eq)

一階連立微分方程式 eqを、従属変数の初期値 vstart[]を与
え、独立変数を x1から x2まで、nstepに分割して解く。そ
の間の従属変数の値 nstep個を返す。戻り値配列の第一イン
デクスが変数インデクス、第二インデクスは値 nstepを表す。
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3.3 Dynamicsクラス

Runge-Kutta法で連立微分方程式を解く場合の、力学系のクラスです。

表 5: Dynamicsクラスのコンストラクタ
コンストラクタと説明
Dynamics(double... initials)

従属変数を initialsに与えて初期化する。独立変数は 0となる。

表 6: Dynamicsクラスのメソッド
修飾子と型 メソッドと説明
List<Point2D.Double> evolution(double h, int nstep, int vNum)

独立変数を hだけ、nstepに分割して進める。戻り値は独立
変数と vNumで指定される従属変数を Point2D.Doubleで組
にしたリストである。

List<Point2D.Double> evolution(double h, int nstep)

独立変数を hだけ、nstepに分割して進める。戻り値は独立
変数と 0で指定される従属変数を Point2D.Doubleで組にし
たリストである。

List<Point2D.Double> evolution(double h, int nstep,

int xNum, int yNum)

独立変数を hだけ、nstepに分割して進める。戻り値は xNum

と yNumで指定される従属変数を Point2D.Doubleで組にし
たリストである。

double[] initialize()

全ての従属変数を初期値に戻す。
void setEquation(DifferentialEquation equation)

連立微分方程式 equationを設定する。
void setT(double t)

独立変数 tの値を設定する。
double[] update(double dt)

独立変数を dtだけ進める。
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4 myLib.guiパッケージ

4.1 DrawBaseクラス

描画を行うための抽象クラスです。javax.swing.JPanelの拡張クラスであると
ともに、Runnableを実装しています。

表 7: DrawBaseクラスのコンストラクタ
コンストラクタと説明
DrawBase()

javax.swing.JPanelのコンストラクタを呼び、初期化する。

表 8: DrawBaseクラスのメソッド
修飾子と型 メソッドと説明
protected void clearImage()

BufferedImageのインスタンス imageを背景色で塗りつぶ
す。

protected void initImage()

パネルの大きさを計測し、イメージを初期化する。
boolean isRunning()

Runnableに対応し、動作中かを返します。
abstract void mkImage()

BufferedImageのインスタンス imageに、実際に図を描くた
めの抽象メソッドです。実装が必要です。

void paint(Graphics g)

パネルに描画されたイメージを背景色で塗りつぶした後、g

にイメージ imageを描きます。
void run()

Runnableの必須メソッドです。イメージをクリアし、イメー
ジを作成し、描画します。描画後 sleepだけ休止します。

void saveImage(String filename)

filenameで指定されたファイルに BufferedImageのインス
タンス imageを pngファイルとして保存します。書き込めな
い場合には、IOExceptionをスローします。

void start()

Runnableに対応し、起動可能とします。この後、本クラスの
インスタンスを Threadに渡します。

void stop()

Runnableに対応し、停止します。
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